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　『イラストレイテッド脳腫瘍外科学』
が，このたび河本圭司・本郷一博・栗
薫の 3先生によって共同で編集さ

れ，上梓された．本書は「A．術前」
「B．術中」「C．脳腫瘍の手術」「D．
その他の治療法」の章に分かれている．
特に手術の項目ではわが国のトップの
先生方に分担執筆していただいてお
り，それぞれ非常にコンパクトではあ
るが，力作ぞろいの，濃い執筆内容に
なっている．専門医試験の受験者に
とって，非常にためになる本であると
いえよう．
　「A．術前」の章では，脳腫瘍外科
の歴史，分類と発生頻度，画像診断が
述べられている．歴史と分類は河本先
生，発生頻度は渋井壮一郎先生，画像
診断は藤井幸彦先生，画像鑑別診断は
泉山仁先生，宮武伸一先生がそれぞれ
執筆を担当されており，非常にわかり
やすい．特に宮武先生のグリオーマ再
発，放射線壊死，pseudoprogression の
項は，先生ご自身の最新の臨床経験に
基づいた力作であり，一読に値する．
私の患者さんで右帯状回を含んだ悪性
グリオーマの部分摘出術後，宮武先生
に BNCT を行っていただき，完治？
している患者さんの結婚式に招かれた
経験などを読んでいて思い出した．そ
のほかにも悪性髄膜腫などの難治例に
も BNCT が効果ありと聞いているが，
帝京大の故・畠中坦教授が精力的に
行っていた治療法を，より最新のモダ
リティを使用して完成度の高い治療法
に仕立て上げた情熱に敬意を払いた
い．
　「B．術中」の章では，モニタリン
グについて片山容一先生が執筆されて

いる．コンパクトではあるがMEPモ
ニタリングに必要な知識，問題点など
がきちんと記載されており，試験前に
一読しておく必要があると思われる．
私自身は経頭蓋刺激を主として，必要
に応じて硬膜下電極あるいは皮質直接
刺激で筋電図モニターを行っている
が，片山先生のD-wave はモニターと
しては最も完成度の高いものである．
さらに誌面が許せば下位脳神経刺激，
VEP，嗅神経刺激なども記載されてい
るとよかったのではないかと思うし，
試験によく出る，脊髄脂肪腫などの際
に必要な膀胱直腸機能・下肢筋のモニ
タリングなども必要と思われたが，紙
幅の都合上致し方ないと思われる．
　術中迅速診断も大変重要な項目であ
る．特にグリオーマなどで術中MRI
を行う場合や，ホルモン産生下垂体腺
腫の場合の complete remission を求め
た治療の際には，この術中迅速診断が
非常に重要である．
　術中ナビゲーションに関しては，術
中の real time のエコーを以前から精力
的に研究されている大西丘倫先生の記
載と見事な画像に感心させられた．一
般病院では術中MRI は高嶺の花であ
る．術中エコーであれば何とか一般的
使用に耐えるので，この方面を発展さ
せていただいている大西先生に感謝し
たい．
　脳腫瘍手術における静脈の処置に関
しては寳金清博先生の記載がよい．静
脈温存の大切さは脳腫瘍手術に限るも
のではない．厳しくいえばすべての静
脈は温存して脳外科の手術を行うべき
であるが，そうはいかない場合には静
脈灌流の術前の精密な把握によって最

小限の静脈の犠牲が必要となることも
ある．しかし，脳腫瘍手術で温存すべ
き最も重要な静脈を挙げろといわれれ
ば，錐体静脈と視床線条体静脈の温存
である．
　「C．脳腫瘍の手術」の章に関しては，
それぞれの専門家の力作が並んでいる
ので，専門医試験受験者必読の項であ
る．私は引退してからも手術を行って
いるが，特に上矢状静脈洞に絡んだ髄
膜腫の手術において，静脈洞に浸潤し
た腫瘍を中途半端に摘出し，SRS を行
い，悪性化して非常に治療に難渋して
いる患者が後を絶たない．静脈洞を開
けて摘出する必要があるとはいえない
が，安易に残存腫瘍に放射線治療を
行っても再発することが多いので，ど
うせなら静脈洞が閉塞して側副血行が
十分発達するのを待ってから全摘する
のがよいのではないかと思っている．
　「D．その他の治療法」の章の項目
も力作であるが，紙幅の関係で上記に
て書評を終わりとしたい．本書は最近
の進歩をほぼ網羅しており，専門医試
験受験のためばかりでなくすべての実
地医家にとって有用である．脳腫瘍摘
出の前にぜひ一読することをお薦めす
る．
　最後にこの分野だけではないが医学
は日進月歩であるので，できれば頻繁
に改訂して，最新の脳腫瘍外科学とし
ていただきたいものである．
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